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広報しんおんせん（5月号）15

―災害に対応できる体制づくりを！―

新温泉町消防団出初式

　合併後初となる町消防団出初式が４月９日（日）、健
康公園「すこやかドーム」で開催されました。
　式典では、浜坂支団、温泉支団から参加した団員３４３
人に、馬場町長が「常に災害に対応できる体制が求め
られている。団員が結束し、新しい町の新しい消防団
を築き上げてほしい」と式辞を述べました。続いて平
澤団長が「新しい歴史と伝統づくりがはじまる。体制
が変わっても町民の付託と信頼にこたえられるよう訓
練を積み重ねて欲しい」と訓示し、団員らは決意を新
たにしていました。

入館者５万人達成
―七釜温泉ゆーらく館―

　昨年７月２３日にオープンした「七釜温泉ゆーらく
館」が開館以来９カ月で入館者５万人を突破しました。
　５万人目となった埼玉県の山本妃登美さんに、同館
の奥田館長から認定証、記念品、花束などが贈られま
した。山本さんは夫・真一さんの姉らと計４人で久斗
山の実家に里帰り中で訪れたものです。
　山本さんは「５万人目といわれてびっくりした。ゆ
ーらく館はきれいで、お湯もよい。里帰りのたびにま
た利用したい」と喜んでいました。
　同館によると、５万人は予想より１ヵ月早いペース。
奥田館長は「今後もお客様に満足いただける施設を目
指して従業員一同気を引き締めてがんばりたい」と話
していました。

―無病息災、五穀豊穣を祈願―

千谷麒麟獅子舞を奉納

　４月１６日（日）の千谷の秋葉神社例祭にあわせて、
町の無形文化財である千谷麒麟獅子舞が奉納されまし
た。千谷麒麟獅子舞の由来は、江戸時代の終わり頃、
千谷の集落のほとんどが焼けるという大惨事があり、
秋葉神社を火の神として麒麟獅子を奉納したことから
始まったと伝えられています。
　この日は、麒麟獅子や地元の子どもたちによる榊（さ
かき）が村内を練り歩き、夕方まで太鼓や笛の音が鳴
りやみませんでした。麒麟獅子や面をかぶった怖い猩々
（しょうじょう）の奇声に怖くて泣きだす子どももい
ましたが、お父さんやお母さんに抱きかかえられなが
ら「賢くなりますように」と願いを込め、麒麟獅子に
頭をかんでもらっていました。
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郷土食を食べて健康に！

たけのこのそぼろ煮

作り方
①　ゆでたたけのこは１ｃｍの厚さ、先の方は縦に切って
　大きさをそろえる。
②　①をなべに入れ、かぶるくらいの水を加え、ひき肉を
　入れて強火にかけ、肉が固まらない様に箸で混ぜる。沸
　騰したら火を止めてアクを取る。
③　②に砂糖、酒を入れ、落としぶたをして５～６分煮る。
④　③にしょう油を加え、中火で気長に煮る。
⑤　煮汁が半分くらいになったら、しょうがの絞り汁と片
　栗粉を水で溶いて加え、とろみをつける。グリンピース
　を散らす。

材料（４人分）
・たけのこ（ゆでたもの）
　　　　　　　　５００ｇ
・鶏ひき肉　　　　　　　
　　　　　　　　１５０ｇ
・グリンピース（ゆでたもの）
　　　　　　　　　１０ｇ
・片栗粉　　　　　　少々
・土しょうが　　　　少々
・砂糖　　　　　大さじ３
・酒　　　　　　大さじ２
・しょう油　　　大さじ４

美方郡生活研究グループ発行
　「伝えたい美方郡　ふるさとの味」より












